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(57)【要約】
【課題】オンライン広告のターゲットに関する問題を解
決する。
【解決手段】デジタル情報の複数の記事、及び、それぞ
れが１又は２以上の前記記事に関連する複数のトピック
を含む１又は２以上のインデックスと、プロセッサ、及
び、前記プロセッサのための実行コードを記録したメモ
リを含むコンピュータであって、１又は２以上の前記記
事を含むウェブページを特定し、前記１又は２以上の記
事に関連する少なくとも一つの前記社会的インデックス
内の前記１又は２以上のトピックを決定する社会的イン
デックス付けモジュールと、オンライン上の広告主の広
告コンテンツに関連付けられた複数の広告表現を受信し
、各広告表現を１又は２以上の記事に関連する１又は２
以上のトピックに連続的にマッチング（適合）させ、続
いて１又は２以上のトピックを記述する単語にマッチン
グ（適合）させる広告処理モジュールと、を含むコンピ
ュータと、を含むことを特徴とするシステム。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　社会的インデックス付けにおいて広告ターゲット拡大をトピックに基づいて行う、コン
ピュータにより実行されるシステムであって、
　デジタル情報の複数の記事、及び、それぞれが１又は２以上の前記記事に関連する複数
のトピックを含む１又は２以上のインデックスと、
　プロセッサ、及び、前記プロセッサのための実行コードを記録したメモリを含むコンピ
ュータであって、
　１又は２以上の前記記事を含むウェブページを特定し、前記１又は２以上の記事に関連
する少なくとも一つの前記社会的インデックス内の前記１又は２以上のトピックを決定す
る社会的インデックス付けモジュールと、
　オンライン上の広告主の広告コンテンツに関連付けられた複数の広告表現を受信し、各
広告表現を１又は２以上の記事に関連する１又は２以上のトピックに連続的にマッチング
（適合）させ、続いて１又は２以上のトピックを記述する単語にマッチング（適合）させ
る広告処理モジュールと、を含むコンピュータと、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記広告表現は、少なくとも一つの最も密接に適合した広告表現、及び、クリック率に
よって収益を最大化する広告表現として選択されることを特徴とする請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項３】
　前記社会的インデックス内に備えられる前記トピックは階層的に編成され、
　前記広告表現に対するクリック率は、前記１又は２以上のトピックの範囲を前記階層の
連続的なレベルに沿って拡大することによって毛帝されることを特徴とする請求項２に記
載のシステム。
【請求項４】
　前記クリック率は、複数の前記社会的インデックスにわたって判断され、
　前記広告表現に対する前記クリック率は、それぞれの社会的インデックスの前記階層の
前記連続的なレベルに加えて、前記社会的インデックスを集めることによって、前記１又
は２以上のトピックの前記範囲を拡大することに応じて、決定されることを特徴とする請
求項３に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、概して、オンライン広告に関し、特に社会的インデックス付けを用いて、ト
ピックに基づいて広告ターゲットを拡大させるシステム及び方法にかんする。
【背景技術】
【０００２】
　広告オークションは、広告主間のほぼリアルタイムの競争にオンライン広告を開放する
ことによって、価格決定の障害を取り除いた。例えば、２００１年９月４日に発行された
米国特許第６，２８５，９８７号は、計算エージェントを用いて、広告からウェブサイト
にキーワードを適合(matching)させることによって、スペースに対して入札することを開
示している。この公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。同様に
、Ｙａｈｏｏ！のサービスが提供する、オーバチュア(Overture)は、初めてオンライン検
索に広告を統合した。また、オーバチュアは、検索クエリに広告を適合させる入札メカニ
ズムを用いている。それ以来、別のアプローチも発展してきた。例えば、Ｇｏｏｇｌｅ　
Ｉｎｃ．（Ｍｏｕｎｔａｉｎ　Ｖｉｅｗ，ＣＡ）によって提案されたアドセンス(Ad Senc
e)は、オークションでの決定に応じて、広告をウェブページの異なる部分に配置する。複
数の広告主は、オンライン広告に適合させるのに用いられるキーワードに対して入札し、
或いは、広告は、ウェブページの内容に対して適合している一般的な検索クエリに関連付
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けられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　それにも関わらず、効果的にオンライン広告のターゲットを定めることは、困難なまま
である。例えば、広告をウェブページに載せる目的のキーワードを誤って否定することが
あるため、広告をするためのよい機会を逃すことがある。ウェブページ上の情報が、適切
な広告を提案するためのキーワードのターゲッティング論理キーワードを引き金にするこ
とに失敗するとき、この問題が発生する。言い換えると、広告が、ふさわしい配置であっ
ても、広告を適合させるときに用いられるキーワードを、概念的に関連があるウェブペー
ジに合致させることに失敗することがある。したがって、効果的なターゲッティングは、
ウェブページのコンテンツ以上に考慮しなければならないが、従来の方法では、依然とし
てうまくいっていない。
【０００４】
　例えば、２００１年７月３１日に公表された米国特許第６，２６９，３６１号は、検索
エンジンによって生成された検索結果のリストに影響を与えるシステム及び方法について
開示している。この公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。ウェ
ブサイトのプロモータは、検索結果のリスト表示のために、検索のリスト化を定義し、プ
ロモータのウェブサイトに関連する検索語を選択し、インターネットの検索エンジン上で
検索のリスト化のための位置に影響を与えることができる。その後、ユーザは、検索語を
入力するとき、検索エンジンは、ビッド量若しくはランク値のようなパラメータによって
影響を受ける場所に、プロモータのリスト化と共に、検索結果のリストを生成する。しか
し、検索語は、検索結果のリストにおいて、提供される特定のウェブコンテンツに強く結
びついていることが、予期される。
【０００５】
　２００４年３月２５日に公開された米国特許公開第２００４／００５９７０８号は、関
連する広告を提供する方法及び装置を開示している。この公報は、参照により、本明細書
に組み込まれているものとする。広告のためのターゲット情報は、ターゲットの記事のコ
ンテンツを分析することによって特定され、トピックのリストを特定する。ターゲット情
報をトピックのリストと比較し、広告が、目的の記事に関連することを判断する。しかし
ながら、入札はトピックに受け入れられるのであるが、トピックは通常、他の誰かに定義
されるものであり、エラーが発生することもあり、また、しばしば不正確である。
【０００６】
　２００７年１１月１９日に公表された米国特許公開第２００７／０２６０５０８号は、
階層化した構造によって情報をリスト化する、広告を編成することを開示している。この
公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。同公報において、価格と
価格決定のルールは、階層内にあるノードに割り当てられる。入札額が、ノードのレベル
に応じて送出され、ウェブコンテンツ及び広告は、階層的な構造の中で提供される。階層
的な編成及びモードのラベルを、予告なく変更していた可能性もあるが、広告主は入札時
にノードと階層のアプローチに切り替えなければならず、従って、入札を未決定の状態に
する。
【０００７】
　また、ユーザの場所、訪問したウェブページの内容、及び検索履歴といったユーザのプ
ロフィール情報が、ターゲッティングを向上させるために用いられてきた。ユーザの情報
は、ターゲッティングプロフィールとして永続的に格納することができる。他の選択肢と
して、ユーザの興味を調べるために、複数回ウェブサイトを訪問したという情報を集める
ことも可能である。しかし、昨今、連邦規定に対する申し立てを行っているプライバシー
の擁護者が、強調するように、プロフィール情報の利用は、権利を侵害するものだとして
反対されている。
【０００８】
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　例えば、２００１年９月４日に公表された米国特許第６，２８５，９８７号は、インタ
ーネット広告システムを開示している。この公報は、参照により、本明細書に組み込まれ
ているものとする。中央サーバは、どの広告を特定の閲覧者に表示すべきかを決定するた
めに役立つウェブサイトの特徴、その他の情報といった、閲覧者に関する情報、及び広告
を格納する。前記その他の情報には、購買層の情報及び様々な時間において閲覧者がアク
セスしたサイトの内容に関する情報を含む。広告主の入札は、ユーザのプロフィールの特
徴に基づいて、リアルタイムで評価される。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　キーワードが記事に対して適合し、例を与えることによって、養成される社会的インテ
ックスを用いて、ターゲッティングを決定する。一度決定されると、社会的インデックス
は、記事をインデックスのトピックのカテゴリーに関連付ける。記事をトピックに応じて
分類すると、複数の記事から抽出した複数の単語を組み合わせて、キーワードマッチング
及び入札のための、より大きな「ターゲット」を作ることができる。したがって、記事の
トピックに応じて、いずれかの記事がキーワードに適合すれば、記事がキーワードに適合
し得る。
【００１０】
　一実施形態によって、社会的にインデックス付けを用いて、トピックに応じて広告ター
ゲットを拡張するための、コンピュータによって実施されるシステム及び方法が提供され
る。デジタル情報の記事、及び、一又はそれより多い社会的インデックスが維持される。
それぞれの社会的なインデックスは、それぞれ一又はそれより多い記事に関連するトピッ
クを含む。一又はそれより多い記事を含むウェブページが特定される。一又はそれより多
い記事に関連する少なくとも一つの社会的なインデックス内にある、一又はそれより多い
トピックが決定される。オンライン広告主に関するコンテンツを広告することにそれぞれ
関連する複数の広告表現を受け取る。それぞれの広告表現は、一又はそれより多いトピッ
クを表現する言葉に適合することによって導かれる一又はそれより多い記事に関する一又
はそれより多いトピックに連続的に適合する。
【００１１】
　別の実施形態は、社会的インデックス付けを用いて、トピックに応じて広告ターゲット
を拡張するための、システム及び方法を提供する。一連のトピックは、オンラインコミュ
ニティインデックス内で、維持される。また、それぞれのインデックストピックに対する
一連の最も特徴的な言葉が、維持される。広告サービスは、オンライン情報のリソースと
しての場所に対する広告とキーワードを提供する。広告サーバは、トピックエンジンを提
供する。そのトピックエンジンは、広告のキーワードをコミュニティのインデックストピ
ックに関連する特徴的な単語に適合させることによって、オンラインコミュニティのユー
ザに広告を向ける。
【００１２】
　実施形態は、従来の方法を超えた多くの利点を提供する。第一には、トピックの下にあ
る複数の記事を、ターゲッティング広告のために、考慮することができるので、原理的に
誤って否定することが減少する。第二には、プライバシーの侵害が起きない。なぜなら、
サイトを移動するユーザを追跡せず、ユーザの個人的な閲覧趣向を調査する必要がないか
らである。代わりに、このシステムは、個人的な振る舞いに関する情報よりもむしろ、コ
ミュニティに関するデータ及びトピックに関するデータを、ターゲッティングのために用
いる。
【００１３】
　別の実施形態は、後述の詳細な記載からこの分野における当業者には、容易に明らかに
なるであろう。この詳細な記載には、意向されたベストモードを説明するための実施形態
が記載されている。ここで理解されるように、本発明の思想及び範囲から外れることなく
、別の実施形態及び異なる実施形態を実施すること、及び、実施形態の多くの詳細が、様
々な明らかな観点における変形形態を実施することを可能にする。従って、図面及び詳細
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な説明は、例示目的であり、発明を制限するものとみなされるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】デジタル情報の意味付け及び情報検索のための典型的な環境を示すブロック図で
ある。
【図２】図１の環境内で用いられる主要な要素を示す機能ブロック図である。
【図３】一実施形態に適合した社会的なインデックス付けを用いて、トピックに応じて、
広告ターゲットを拡大する方法を示す。
【図４】図３のルーティーンを用いる粗いトピックモデルを作るルーティーンを示すフロ
ー図である。
【図５】図４のルーティーンを用いる特徴的な単語のスコアを調整するルーティーンを示
すフロー図である。
【図６】図３の方法を用いて、記事に広告表現を適合するルーティーンを示すフロー図で
ある。
【図７】図３の方法を用いて、記事にオンライン広告を表示するルーティーンを示すフロ
ー図である。
【図８】記事及び社会的インデックスと共に提供されるオンライン広告を用いるユーザイ
ンターフェースのスクリーンショットを、例として、示す図である。
【図９】テーブル型に編成した記事を用いるユーザインターフェースのスクリーンショッ
トを、例として、示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　デジタル情報の意味付けと検索は、関連しているが、異なる動作である。前者は、デジ
タル情報のインフラストラクチャによって達成される意味付けに関連し、インターネット
、単独のコンピュータシステム、及び、開放したデジタル情報のリポジトリのような、公
共のデータネットワークが含まれる。後者は、デジタル情報のインフラストラクチャから
の情報の検索及び発掘に関連し、このインフラストラクチャは、社会的なインデックスを
通して、若しくは、別の情報源によって、トピックごとに統合される。図１は、デジタル
情報の意味付け及び情報検索のための典型的な環境１０を示すブロック図である。社会的
なインデックスをつけるシステム１１及びトピック検索システム１２が、連携して機能し
、意味付け及び検索をサポートする。
【００１６】
　一般的には、デジタル情報は、デジタル形式で利用可能な情報のコーパス(corpus)であ
る。情報の量に制約はなく、そのことはコーパス及びトピックの範囲が継続的に成長し、
大きさやテーマに関する固定した境界が無いことを意味する。インターネットのようなデ
ジタルデータの通信ネットワーク１６は、デジタル情報を交換するためのインフラストラ
クチャを提供する。他のデジタル情報交換インフラストラクチャ、例えば私企業のネット
ワークであってもよい。
【００１７】
　ネットワーク１６は、多様で分散された情報源とコンシューマとの相互接続を可能にし
、前者はコーパスにデータ投入し(populate)、後者はこれにアクセスする。著者、編者、
協力者、外部寄与者は、継続的に記事、ウェブページなどをネットワーク１６に掲載する
。これらは、ウェブサーバ１４ａ、ニュースの集合サーバ１４ｂ、投票可能なニュースサ
ーバ１４ｃ、その他の情報ソースを通して、分配されるデータのコーパスとして維持され
る。これらのソースは、それぞれウェブコンテンツ１５ａ、ニュースコンテンツ１５ｂ、
及び、一般によって投票され若しくは「審査」されたコンテンツ１５ｃを、ネットワーク
１６にアクセスするユーザに提供する。このアクセスは、例えばパーソナルコンピュータ
やその他のサーバであるユーザデバイス１３ａ－ｃを介して行われる。サーバその他の非
ユーザデバイス情報コンシューマ機器も同様にコーパス内に維持された情報を調査、検索
、使用することはできるが、ここでは明確にするために、ユーザのデバイスだけを考える
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。
【００１８】
　一般に、ユーザデバイス１３ａ－ｃは、ウェブブラウザ若しくは類似のアプリケーショ
ンを実行する、ウェブが利用可能なデバイスであり、サーバに対するインターフェースを
サポートするとともに、サーバ１４ａ－ｃを用いて、情報の交換及び検索をサポートする
。ユーザデバイス１３ａ－ｃ及びサーバ１４ａ－ｃは、汎用目的のプログラム可能な計算
デバイスに見られる中央処理装置、メモリ、入力／出力ポート、ネットワークインターフ
ェース、及び、不揮発性ストレージ等を含んでいる。ただし、これら以外のものを含んで
もよい。さらに、サーバの代わりに、若しくは、サーバ１４ａ－ｃに加えて、別の情報ソ
ースを含んでもよいし、ユーザデバイスの代わりに、若しくは、ユーザデバイス１３ａ－
ｃに加えて、別の情報コンシューマ機器を含んでいてもよい。
【００１９】
　デジタル情報の検索は、意味付けを補完する。一実施形態においては、トピックの検索
システム１２は、社会的インデックス付けシステム１１に統合される。社会的インデック
ス付けシステム１１によって提供されるトピックの編成は、トピック検索システム１２に
よって、有用に利用される。ただし、別のインデックス付けのソースを用いることもでき
る。例えば、２００９年１月１５日に出願した一連番号１２／３５４，６８１の同一出願
人による米国特許出願に記載されたように、ユーザデバイスからの検索クエリは、インデ
ックスの全体、あるいは焦点を合わせた単一のインデックスに対して実行され、そして、
動的に焦点が合わせられ、トピック的に関連付けられた一連のインデックス及びそれらの
先頭のトピック、若しくは、焦点が合わされた単一のインデックス内にある先頭のインデ
ックスが、それぞれ、トピック検索システム１２によって、サーチ結果を表示するために
生成される。当該出願は、審査中であり、その公開公報は、参照により、本明細書に組み
込まれているものとする。その上、社会的インデックス付けのトピックに応じて構築され
た観点を利用して、広告を検索された情報に結び付けるために用いられるターゲッティン
グの範囲を広げることによって、オンライン広告をトピック検索及びその他の検索動作に
組み入れることができる。
【００２０】
　デジタル情報の検索のための環境１０は、ユーザからは単一の情報ポータルとして見え
るが、実際の裏側には、論理的には別々の、しかしながら統合された一連のサービスがあ
る。オンライン広告は、アドオン方式で、検索に加えられる。図２は、環境１０で用いら
れる主要な要素２０を示す機能ブロック図である。この要素は、オンライン広告に焦点を
合わせたものである。発見、探査（prospecting）、適応（orienting）のような別の関連
した動作を行うために、追加の要素、若しくは、機能モジュールを要求してもよい。
【００２１】
　要素２０は、同じ計算プラットフォーム、若しくは、別々の計算プラットフォームによ
って実行される情報収集２１、広告２３、ユーザサービス２６の各モジュールに大まかに
分類される。情報収集モジュール２１は、入来コンテンツ２７を開放された情報ソースか
ら入手する。入来コンテンツ２７は、新しいデジタル情報をコーパスから継続的に取り入
れるメディアコレクタによって集められる。入来コンテンツ２７を、典型的には、構築さ
れたリポジトリに格納するか、若しくは、実際のコピーを保持する代わりに、入来コンテ
ンツに対するハイパーリンク若しくは引用を保存することによって、間接的に格納するこ
とができる。その上、入来コンテンツ２７は、初めに格納されていた表現とは異なる複数
の表現を含むことができる。異なる表現を用いることによって、タイトルを表示すること
、記事の要約を表現すること、トピックの分類の軌跡を維持すること、及び、きめ細かい
トピックモデルを導いて利用することなどが容易になる。記事の中の言葉をせき止め、ト
ークン形式化、マイナスの句点付け、大文字化、などをされて保存することができる。そ
の上、社会的インデックス付けシステム１１によって作成されるきめ細かいトピックのモ
デルは、入来コンテンツ２７をかなり抽象化した変形版として表され、そこでは多くの単
語が捨象され、単語の頻度が保持される。
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【００２２】
　入来コンテンツ２７は、好ましくは少なくとも一つのトピックの社会的インデックス２
９の下で社会的インデックス付けを用いて編集される。トピックの社会的インデックス２
９は、コーパス内の全ての情報を対象とするより大きい一連のトピックインデックス３３
の一部とすることができる。別の実施形態においては、同一出願人によって２００８年８
月１２日に出願された一連番号１２／１９０，５５０の米国特許公開のように、トピック
のインデックス２９は、社会的インデックスシステムを介して作られるエバーグリーン（
evergreen）インデックスとすることができる。該出願は、審査中であり、その公開公報
は、参照により本明細書に組み込まれているものとする。エバーグリーンインデックスは
、新しい入来コンテンツ２７が、一又はそれより大きいインデックスのトピックの下に新
しい情報が落ちるか否かをテストするために用いられる有限状態パターンのような、きめ
細かいトピックモデルを含む。社会的インデックスシステムは、トレーニング教材を起動
する管理された装置学習を、トピックインデックス２９にそれぞれのトピック及びサブト
ピックに対するきめ細かいトピックモデルに適用する。トレーニングされた時点で、エバ
ーグリーンインデックスを、インデックスの外挿法のために用いて自動的に新しい情報を
予め選択された主題領域のトピックの下で分類することができる。
【００２３】
　以下で図３に関連してさらに説明されるように、広告モジュール２３は、オンライン広
告のターゲッティングの幅を広げる。広告モジュール２３は、各トピックインデックス２
９の中のトピックについて、特徴的な単語のトピックモデルとしても知られる粗いトピッ
クモデル３２を作る、予め計算するサブモジュール２４を含む。この広告モジュールは、
検索エンジン（非表示）に結び付いたプロセッシングサブモジュール２５も含む。プロセ
ッシングサブモジュール２５は、記事自身の内容、若しくは、インデックスに含まれる記
事のトピックに関連する情報に基づいて、広告コンテンツ３４を特定した記事に適合させ
る。次いで、記事、及び、それに最も密接に適合する広告が、ユーザインターフェースを
介してユーザに視覚的に表示される。別の実施形態においては、２００９年５月５日に出
願した一連番号１２／４３６，０６７の同一出願人による米国特許出願に記載されたよう
に、オンライン広告は、特定の社会的コミュニティにターゲットを絞り、そのコミュニテ
ィのトピックは、特定の広告主の興味に最も合ったものを反映している。当該出願は、審
査中であり、その公開公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。そ
れぞれのトピックインデックス２９及び一連のトピックのインデックス２２に関する粗い
トピックモデル３２は、集約されたストレージ２８に、保持される。
【００２４】
　最後に、ユーザサービスモジュール２６は、フロントエンドをユーザ３０ａ－ｂに提供
し、一連のトピックのインデックス２２及び入来コンテンツ２７にアクセスし、一連のト
ピックのインデックス２２、若しくは、一つのトピックのインデックス２９に対して、検
索クエリを実行し、検索結果にアクセスする。さらに別の実施形態においては、それぞれ
のトピックのインデックス２９は、中心的な課題領域に対して継続的な関心を持つ、「増
大した(augmented)」コミュニティとも呼ばれるユーザのコミュニティに結び付けられる
。そのコミュニティは、それぞれのトピックに分類された記事に投票する３０ことによっ
て引用される情報を「検査(vet)」する。
【００２５】
　オンライン広告のライフサイクルには、広告収入を稼ぐことに関して三つのイベントが
ある。一つ目は、ウェブページに広告を表示するときに常に発生する表示イベントである
。表示若しくは表現の回数が、ＣＰＭ（千回の表示若しくは“千人”に対する表示当たり
のコスト）プライスモデルの基づいた計算の基礎となる。二つ目は、ユーザが表示された
広告の上をクリックするときに常に発生するクリックを介するイベントである。クリック
を介するイベントの数が、通常は、ＣＰＣ（クリック当たりのコスト）プライスモデルに
基づいた収入計算のための基礎となる。三つ目は、サイト上で登録したり、商品を購入し
たりするといった、ユーザが、広告主のサイトに対して行動を取るときに発生するコンバ
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ージョン(conversion)イベントである。一般に、広告主は、コンバージョンイベントに関
する統計を管理しており、期待されるコンバージョンのレート及び潜在的な収入の見積も
りに基づいて、ＣＰＭ、若しくは、ＣＰＣ広告に対して支払う額を見積もる。
【００２６】
　適切なマッチング(matching)コンテンツに対するターゲッティング、及び、適合したウ
ェブページ内でのオンライン広告の適切な配置は、潜在的な収入に影響を与える。降下の
ないターゲッティングによっては、収入を得る機会が、失われるかもしれない。配置の悪
い広告は、目立たず、見落とされるか、単に無視されることがある。社会的インデックス
は、ターゲッティングを改良し、オンライン広告の配置をよりよいものにすることができ
る。社会的インデックス付けは、トピックに応じて編成されたテーマの領域に記事を表示
し、ユーザが見つけたトピックに関する情報にすばやくアクセスするのに役立つ。その上
、社会的インデックスは、多くの利用者が興味を持つ記事を編成するコミュニティによっ
て利用される。従って、社会的インデックスは、オンライン広告に用いて、ユーザをコミ
ュニティに分類する情報サービスに広告のターゲットを定めることができる。これにより
、潜在的な広告収入を増加させながら、ユーザを特定するといった行為を避けることがで
きる。
【００２７】
　広告は、トピック検索の結果と共に、あるいは別の動作と協同して表示してもよい。例
えば、ユーザが、ニュースページ、若しくは、ウェブページにあるインデックス内のトピ
ックス上に存在する、ストーリー若しくはトピックをたどることによって、情報を減らす
ことができる。これらの両出発点は、より深い位置に編成された社会的インデックスの情
報にユーザを導く。そして、トピックによって情報を表示するいずれのページも、潜在的
に広告に役立つ場所である。一般に、ユーザが、より深い位置にある社会的インデックス
に行くほど、専門化したトピックが増え、潜在的により正確にターゲッティングをした広
告になる。このような情報への道は、直接的な記事検索を介することになり、それは、情
報又はトピックの軌跡に従う結果としてのトピック検索を実行することによって、あるい
は、情報を求めてアクセスする別の方法によって行われる。
【００２８】
　従って、ターゲッティング及び広告の配置をより効果的にするために、オンライン広告
を、共有されたトピックの社会的なインデックスから得られるコミュニティ情報を用いて
、オンラインコミュニティに向けて発することができる。それぞれの社会的インデックス
は、同じインデックストピックに分類されたトピック的に関連した記事全体から、コンテ
ンツの集計分析を行う。従って、任意のウェブページ若しくはユーザのプロフィールに存
在する言葉のみに基づいて広告をターゲッティングするのではなく、トピックごとに分類
したインデックスによって一つの記事にターゲットされた広告の幅を広げることができる
（そうすることが適切な場合に）。図３は、一実施形態に従った、社会的なインデックス
付けにおける広告ターゲットのトピックに基づいて拡大させる方法４０を示す。この方法
４０は、一連の処理若しくは方法のステップとして、例えば、サーバのような汎用目的で
プログラムされたコンピュータによって、実行される。
【００２９】
　このアプローチは、社会的コミュニティ情報を用いることで、ターゲッティングの際誤
った否定語を減らすことによって、広告収入を改善させる。方法４０は、二つの段階に分
けて実行される。第一段階では、図４及び５に示されるように、予め計算している段階の
間に、粗いトピックモデル、すなわち、特徴的な単語のトピックモデルが、それぞれの社
会的インデックスにおいてリスト化されたトピックに応じて作られる（ステップ４１）。
それぞれの粗いトピックモデルは、それぞれのトピックに対して重要な言葉、若しくは、
それぞれのトピックを反映している言葉を特定する。粗いトピックモデルは、特定された
それぞれの特徴的な単語に対して、相対的な重要性を示す計量若しくはスコアを含んでい
る。
【００３０】
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　第二段階では、オンライン広告の要求が処理される（ステップ４２－４６）。広告を要
求する形式がどのようなものかは、重要ではなく、競争によるものでも、直接購入であっ
てもよい。例えば、この要求は、広告場所を決めるためのオークションスタイルの形式に
よる競争入札でもよいし、広告に対する現在の要求を集めたプールから選択するものでも
よいし、あるいは広告の別の形式でもよい。情報の要求（ステップ４２）によって関連付
けられるトピックは、それが特定のコンテンツ又は検索結果に関係するトピックであるか
、トピックツリーのセクションにおいて見られるようなより一般的なトピックであるかに
関係なく、広告コンテンツの位置をガイドするためのターゲットとなる。例えば、図８及
び９を参照して以下にそれぞれ示すように、記事及び社会的インデックス若しくは表形式
で編成された記事を含むウェブページに関連したトピックに、ターゲッティングを向ける
ことができる。それぞれのオンライン広告は、ウェブページ上に配置され表示されるコン
テンツと、広告表現とを含む。その広告表現は、コンテンツを適切な記事にターゲットを
合わせ、マッチングさせるために用いられている。広告表現は、一般には一連のキーワー
ドであり、語幹、同義語、及び、一般化された別の形式を含むことができる。図３に関連
して以下に示されるように、オンライン広告それぞれに対する広告表現は、最初に検索さ
れ（ステップ４３）、次いで、要求された情報に関するトピックにマッチングされる（ス
テップ４４）。図５に関連して、以下に示されるように、最も密接に適合した広告表現が
特定され、情報及び広告コンテンツが表示される（ステップ４５）。オンライン広告要求
の処理段階（ステップ４２－４６）は、それぞれの情報要求に対して繰り返し実行される
（ステップ４６）。
【００３１】
　予備計算段階を、オンライン広告要求処理とは独立して先行して実行することができる
。粗いトピックモデルは、予備計算段階の間に生成され、これらのモデルは適切なときに
、オンライン広告のターゲッティングの幅を広げるために用いられる。図４は、図３のル
ーティーン４０と共に用いる粗いトピックモデルを作るルーティーン５０を示すフロー図
である。粗いトピックモデルには、特徴的な複数の単語と、それぞれの特徴的な単語の相
対的重要性を反映するスコアが含まれる。
【００３２】
　特徴的な単語は、トピックに関するテキストを区別するのに役立つものであり、これら
は、典型的には適切なコーパス内の記事から選択された言葉である。そのコーパスは、ウ
ェブページ、電子書籍、若しくは、その他の印刷資料として利用できるデジタル情報を含
むことができる。最初に一連の若しくはランダムに抽出した記事を、コーパスから選択す
る（ステップ５１）。特徴的な単語の基準及び発生頻度が、選択した記事から抽出される
（ステップ５２）。インデックス２９内のトピックに対する基準は、インデックス２９の
コーパスに応じて判断される。一式のインデックス２２に対する基準は、個別のインデッ
クス２９の全てに対するコーポラ(corpora、corpusの複数形)である、システム全体のコ
ーパスにわたって計算される。待ち時間を縮めるために、基準を満たすそれぞれの特徴的
な単語の存在の頻度を予め計算することができる。一実施形態においては、インデックス
内にあるトピック下に存在する記事の数が、例えば一時間ごとに計量される。周期的に、
記事の数が、１０パーセントのように予め決められた量の差だけ、変化した場合には、存
在の頻度が再度決定される。
【００３３】
　次に、一般的にユーザに選択された一連のポジティブトレーニング例が得られる（ステ
ップ５３）。ポジティブトレーニング例は、前述されたように、エバーグリーンインデッ
クスに関するきめ細かいトピックモデルを構築するときに管理された学習の際に用いられ
たものと同じ一連の記事とすることができる。別の実施形態においては、きめ細かいトピ
ックモデルと合致する記事の例が、ポジティブトレーニング例の代わりに用いられる。特
徴的な単語が、ポジティブトレーニング例から抽出されて、ポジティブトレーニング例の
中にあるそれぞれの特徴的な単語の存在する頻度が、決定される（ステップ５４）。計量
若しくはスコアが、例えば、語頻度－逆文献頻度（ＴＦ－ＩＤＦ）の重みを用いて、それ
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ぞれの特徴的な単語に割り当てられる。この語頻度－逆文献頻度（ＴＦ－ＩＤＦ）の重み
は、ベースライン内にあるそれぞれの特徴的な単語の出現頻度に対するポジティブトレー
ニング例の内にあるそれぞれの特徴的な単語の出現頻度との比を特定する（ステップ５５
）。図４に関連して以下に示すように、それぞれの特徴的な単語のスコアを調整して（ス
テップ５６）、トピックに対して特徴的な単語の重要度を向上させるか、若しくは、低下
させることができる。最終的には、オンライン広告要求処理段階で用いるための特徴的な
単語及びスコアの表が生成される（ステップ５７）。特徴的な単語及びスコアをリストに
して、この表を整理し、集めることができる。別の型の表も可能である。
【００３４】
　異なる「アクター（actor）」が、粗いモデルを作るという動作を実行する。システム
は、一連の、若しくは、ランダムに抽出した記事を選択し、基準を判断する。人間である
インデックス管理者は、ポジティブトレーニング例を選択する。残りのステップが、シス
テムによって実行される。ポジティブトレーニング例の選択を、前もって、ルーティーン
におけるあらゆる別のステップより先に完了することができる。ルーティーンは、入力と
して、コーパス内にある一連の記事、及び、ポジティブトレーニング例として指定された
コーパスから一連の記事を受け取る。ポジティブトレーニング例が、きめ細かいモデルと
合致する記事である場合においては、同じことが認識される。ここで、２００９年１月２
７日に出願した一連番号１２／３６０，８２５の同一出願人による米国特許出願に記載さ
れたように、きめ細かいモデルは、トピックラベルに基づいたきめ細かいパターンを作る
“初期トレーニングアルゴリズム”に由来する。当該出願は、審査中であり、その公開公
報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。きめ細かいトピックモデル
を作るこれらの二つのアプローチは、“初期トピックトレーニング”及び“例に基づくト
ピックトレーニング”と呼ばれる。
【００３５】
　それぞれの特徴的なスコアは、存在頻度の生の比率を反映している。図５は、図４のル
ーティーン５０を用いる特徴的な単語のスコアを、任意に調整するルーティーン６０を示
すフロー図である。試行錯誤的に、それぞれの特徴的な単語のスコアを文脈に応じて多く
の方法で調整することができる。例えば、めったにない言葉、つまり、コーパス、若しく
は、引用した一連の素材内で最小の回数より少ない回数で現れる言葉のスコアを、例えば
、２５パーセント圧縮、若しくは、縮小することができる（ステップ６１）。同様に、文
字数が最小閾値より短い言葉のスコアは、同様のパーセントで圧縮することができる（ス
テップ６２）。なぜなら、短い言葉は、トピック的に重要な意味を持たない場合が多いか
らである。反対に、ラベル若しくはタイトル内にある言葉は、強くトピックの内容を反映
しているので、それらのスコアは、例の中に存在する言葉に比べて何倍も押し上げられて
、増加する（ステップ６３とステップ６４それぞれ）。典型的には、全てのラベルの言葉
は、特徴的な単語として含められる。最後に、ラベル語に近接して存在する言葉、つまり
、近接語　及び、セットウインドウ内にあるラベル語の周囲に存在する「近隣(proximal)
」語のスコアは、押し上げられる（ステップ６５）。規格化された閾値が、近接語及び近
隣語の選択中に採用される。最大スコアの８パーセント及び１５パーセントの初期の閾値
がそれぞれ、近接語及び近隣語に、８語のセットウインドウの大きさを伴って、それぞれ
採用される。別の代表的な閾値及び長さを用いることもできる。最終的に、特徴的な単語
のスコアは規格化される（ステップ６６）。最高のスコアを持つ特徴的な単語はまた、最
も固有の言葉であり、そのスコアを１００パーセントに設定する。残った特徴的な単語の
スコアは、最高のスコアを基にして、拡大縮小される。したがって、特徴的な単語の選択
を完了した時点で、インデックス内にあるそれぞれのトピックは、コーパスからサンプリ
ングされた題材に応じて、規格化された特徴的な単語に関連して表現された粗いトピック
モデルを持つ。
【００３６】
　オンライン広告は、広告表現を用いて、ユーザによって特定されたコンテンツとマッチ
ング。図６は、図３の方法４０を用いて、記事に広告表現を適合するルーティーン７０を



(11) JP 2010-55617 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

示すフロー図である。それぞれの広告表現は、繰り返し処理される（ブロック７１－７６
）。マッチングは、二つのフェーズで行われる。最初にそれぞれの広告表現、一般には広
告内容を表現するキーワードを、ユーザによって要求された情報に直接的にマッチングし
ようとする（ステップ７２）。その情報は、特定の記事、選択したウェブページ内にある
一連の記事、及び、一連の検索結果などであってよい。広告は、適合した場合には（ステ
ップ７３）、配置される対象とみなされ（ステップ７７）、要求処理が完結する。
【００３７】
　しかしながら、広告表現が、要求された情報に表現上でマッチング（適合）しない場合
には、社会的インデックスの助けを借り、ユーザの所属する社会的コミュニティを用いて
ターゲッティングを幅広くする。それぞれの広告表現を、社会的インデックス内にある要
求された情報のトピックに関連した記述的な言葉に間接的に適合させようとする（ステッ
プ７４）。要求された情報が、ウェブページ上に表示され、ウェブページを介して、ユー
ザが所属する社会的コミュニティに関する社会的インデックス内にあるトピックに、広告
要求を適合させる。ユーザの意向は、トピックを幅広いものにする際のガイドとして、ユ
ーザに表示される情報は、意向に対する信号を与える。例えば、特定の記事若しくは一連
の記事を検索するというユーザの要求、若しくは、検索クエリのようなより一般化された
ユーザの要求から意向を判断することができる。それぞれの記事、若しくは、検索クエリ
の結果が、社会的インデックスに応じて、トピックにマッチングする。同様に、意向は、
ユーザに関する社会的インデックスに対するトピックツリーの拡大した部分を反映する。
その部分は、ユーザの示唆した特定の一連のトピックに関する興味を示す。ユーザの意向
を表す別の信号も可能である。
【００３８】
　広告要求は、推論したトピックを記述する単語にマッチングされる。例えば、記述的な
言葉は、トピックに応じてインデックスが付けられたそれぞれの記事内にある、全ての単
語を含むことができる。その単語は、特定のウェブページ上の記事に対応しているか、若
しくは、トピックに応じて決定された特徴的な単語であってもよい。社会的インデックス
に対してトピックツリーの選択した部分によって示唆されるように、ユーザの意向をより
幅広い範囲でとらえる場合には、特徴的な単語は、選択したトピックを基に判断される。
別のトピックに応じた記述的な言葉を別の形式でとらえることも可能である。マッチング
される（適合される）場合には（ステップ７５）、広告は、場所を与えられる候補とみな
される（ステップ７７）。処理は、残りの広告表現それぞれに対して続けられる（ステッ
プ７６）。
【００３９】
　空間的な制約のため、限られた数のオンライン広告のみを、ユーザによって要求された
情報と共に示すことができる。図７は、図３の方法４０を用いて、記事にオンライン広告
を表示するルーティーン８０を示すフロー図である。好ましくは、最も適した広告が、広
告モジュール２３（図２に示す）若しくは別のサーバによって選択される（ステップ８１
）。最も適した広告とは、要求した情報自身、若しくは、社会的インデックス内にある要
求した情報のトピックに関連した記述的な単語に、最も密接に適合するオンライン広告で
あるかもしれない。
【００４０】
　別の実施形態においては、最も適した広告は、適合したキーワードだけではなく、統計
的なクリック率を考慮することによって選択される。この目的は、ユーザによってほとん
ど選択されず、「クリックされも」しない高い入札額の広告を無視することにある。この
システムは、ユーザが広告の上をクリックする頻度の統計情報を、所持し、広告の入札額
に対するクリック率の推量をかけることによって、広告による収入を最大化するために、
最も適した対象の広告を選択することができる。また、トピックは、広告選択の因子にも
なり得る。親トピックは、次に大きなターゲット及びユーザコミュニティとして任意のト
ピックを包含する。広告に関する統計、若しくは、広告の関連する集合に関する統計は、
コミュニティを中心としたそれぞれの範囲において判断される。システムが、ターゲット
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の範囲を拡大するごとに、統計の対象範囲も広がる。表示すべき広告を選択するときには
、収入を最大化する広告を選択する前に、一連の範囲に対して、競合する複数の広告を考
慮する。
【００４１】
　多くの場合、広告キャンペーンを始めるときには、クリック率の推量を基にしたデータ
を利用することはできない。キャンペーンを開始するときにクリックが散発的に発生する
ことがあるが、それは広告に最も適する場所として現在考慮したウェブページと必ずしも
同じウェブページではない。選択処理を起動してクリックの推量データを提供するために
、複数のページからの統計を集めることができる。例えば、最初は、全ての社会的インデ
ックスにわたって統計を集めることができる。統計が蓄積されるにつれて、全てのトピッ
クにわたって集めるのではなく、ウェブページの属する社会的インデックスに対してのみ
統計を集めるようにすることができる。統計がさらに蓄積されていけば、トップレベルの
トピックについて、統計を集めることができる。継続して行い、それぞれの段階において
、統計が集まるにつれて、集める対象領域は狭くなる。最終的には、統計を個別のトピッ
クに対して集めることができる。おそらく、最も狭いときに、統計は最も正確であろう。
【００４２】
　最も適した広告を選択するための別の基準を選んでもよい。さらに別の実施形態におい
ては、上位５つの広告を選択するように、最も密接に適合する広告候補が複数選択される
。
【００４３】
　第三者の広告配置サーバのような広告モジュール２３若しくは別のサーバによって、要
求された情報の中での配置が判断される。オークションスタイルの形式を用いて、広告主
が、競い合う場合には、コストモデルの入札額によって配置を割り当ててもよい。例えば
ＣＰＭコストモデルによって、特定の記事に並べて、広告するコンテンツを配置してもよ
いが、ＣＰＣコストモデルによって、広告するコンテンツをその記事に並べて、若しくは
、社会的インデックス内で特定されたトピックの近くに配置してもよい。同様に、紺バー
ジン当たりのコスト(cost-per-conversion)のコストモデルによって、広告するコンテン
ツを、記事を見るときの視野の中に配置してもよい。コストモデル及び広告するコンテン
ツの配置を、別の形式にすることも可能である。最終的には、記事及び広告が表示される
（ステップ８３）。
【００４４】
　社会的インデックスの文脈では、広告する内容を表示して、トピックに応じた編成、及
び、情報のコミュニティに応じた表示をいっそう有利に活用することができる。図８は、
記事９１及び社会的インデックス９２と共に提供されるオンライン広告を用いるユーザイ
ンターフェースのスクリーンショット９０を、例として示す図である。記事９１は、ユー
ザによって要求された特定の情報を表現するが、社会的インデックス９２は、記事９１が
関連する、付随する階層的なトピックの編成スキームを供給する。ディスプレイ全体の中
に、記事９１の付近９４、若しくは、社会的インデックス９２自身の内側９５に配置され
た広告するコンテンツと共に、従来からあるバナー広告９３を表示してもよい。
【００４５】
　社会的インデックスに応じた情報の別のレイアウト若しくは編集も可能である。例えば
、図９は、テーブル型に編成した記事１０４を用いるユーザインターフェースのスクリー
ンショット１００を、例として示す図である。ユーザインターフェースは、四つのユーザ
のコミュニティ、「技術ニュース」「開発者」「フリーク」及び「消費者７」それぞれに
対して、ユーザが、選択可能なタブ１０１ａ－ｄを含む。これらのコミュニティそれぞれ
が、コミュニティによって特定された、異なった視点及び興味と関連した社会的インデッ
クスを持つ。それぞれのタブの内側に、記事１０４が、社会的インデックスに関するトピ
ックに対応する列内で編集される。例えば、「技術ニュース」のタブは、カリフォルニア
のクパチーノにあるアップル社によって製造されたｉＰｈｏｎｅ及びスマートフォンにつ
いての記事１０４の要約を含んでいる。記事の「ｉＰｈｏｎｅ」クラスは、階層的なスキ
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ーム、ここでは、スーパークラス１０２「携帯電話」及び「Ｓｃｉ／Ｔｅｃｈ」それぞれ
の下で編成される。また、「ｉＰｈｏｎｅ」クラスは、サブトピックス１０３ａ－ｃ「ア
プリケイション」「ニューモデル」「レビュー」に加えて、それぞれのトピックに関する
「ｗｉｋｉ」の記事１０５を表示する。ｉＰｈｏｎｅ　ｗｉｋｉの記事は、ｉＰｈｏｎｅ
の要約であり、コミュニティのメンバーによって書かれたものである。それぞれのコミュ
ニティに応じて編成されたタブによって提供される、より充実したコンテンツに基づいて
、オンライン広告が、表示される記事の内容と共に、コミュニティ及びトピックに応じて
、ターゲットされる。
【００４６】
　本発明が、特にその実施形態を参照して示されて記載されているが、本分野の当業者は
、形式及び詳細において、本発明の思想及び範囲を外れることなく、既に述べたあるいは
その他の変更を行うことができることを理解するであろう。
【符号の説明】
【００４７】
１０　環境
１１　システム
１２　トピック検索システム
１３ａ－ｃ　ユーザデバイス
１４ａ　ウェブサーバ
１４ｂ　ニュースの集合サーバ
１４ｃ　投票可能なニュースサーバ
１５ａ　ウェブコンテンツ
１５ｂ　ニュースコンテンツ
１５ｃ　“審査された”コンテンツ
１６　ネットワーク
２０　主要な要素
２１　情報収集
２２　一連のトピックのインデックス
２３　広告
２４　予め計算するサブモジュール
２５　プロセッシングサブモジュール
２６　ユーザサービスモジュール
２７　入来コンテンツ
２８　ストレージ
２９　インデックス
３０　投票する（ユーザ）
３２　粗いトピックモデル
３３　トピックインデックス
３４　広告コンテンツ
９０　スクリーンショット
９１　記事
９２　社会的インデックス
９３　バナー広告
９４　記事９１の付近
９５　社会的インデックス９２自身の内側
１００　スクリーンショット
１０１ａ－ｄ　タブ
１０２　スーパークラス
１０３ａ－ｃ　サブトピックス
１０４　記事
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【図９】



(17) JP 2010-55617 A 2010.3.11

10

フロントページの続き

(74)代理人  100109335
            弁理士　上杉　浩
(74)代理人  100164530
            弁理士　岸　慶憲
(72)発明者  マーク　ジェイ　ステフィック
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９４０２８　ポルトラ　ヴァレー　ポルトラ　グリーン　サ
            ークル　１０
(72)発明者  ローレンス　リー
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９４０２５　メンロ　パーク　ハーヴァード　アヴェニュー
            　７１２
(72)発明者  ダニエル　エイチ　グリーン
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９４０８７　サニーヴェイル　マネ　ドライヴ　１０５５　
            ＃６
(72)発明者  エド　エイチ　チー
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９４３０６　パロ　アルト　グリーンメドー　ウェイ　１４
            ３


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

